
 
 

 

 

 

台風 19号により被災された皆様

には心よりお見舞い申し上げます。   

災害復旧工事に携わる皆様につい

ては、事故防止、健康障害防止の徹

底をお願いします。 
○地山・土止め、足場等作業開始、始      

業前点検の徹底を 

○建設機械を使用するときは地盤が緩ん   

でいるなど不安定な場所で作業を⾏  

う場合には、鉄板の敷設などにより⾞両  

系建設機械、移動式クレーンなどの転   

倒防止を図ること。 

○⾼所で作業を⾏うときは、保護帽を着用し、高さ2メートル以上の高所作業を行う場合は、足

場・作業床を設置すること。やむを得ず作業床を設置できない場合は、親綱を設置したうえで

安全帯（墜落制止用器具）を使用すること 。 

(事故防止については、10月16日付で会員の皆様に郵送しました厚生労働省からの通知を

参照してください。建災防本部のＨＰをご覧ください。) 
                   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

     

 

復旧工事の安全衛生対策･徹底を！ 

 

第57回全国建設業労働災害防止大会(仙台大会)情報 

災害復旧・復興工事安全衛生特別部会（仮称）の設置を検討！ 
建災防宮城県支部では、仙台大会を、作業現場における自然災害時の避難、災害復旧・

復興工事における安全衛生対策の教訓を関係者で共有する重要な機会であると捉えて、標

記特別部会の設置を建災防本部に提案し、詳細協議中です。 

会員の皆様には、東日本大震災を含む自然災害における避難等被害拡大防止や、がれき

処理、復旧復興工事の安全衛生の教訓等について、仙台大会での研究発表として御応募いた

だきますようお願い申し上げます。 

応募締切は令和 2年 1月 15日(水)です。詳しくは、建災防本部ＨＰの「第 57回建設業労

働災害防止大会研究論文応募要領」をご覧いただくか、宮城県支部へお問合せください。 

伊川前安全管理士提供 

令和元年台風 19号の被害に伴う各種支援のご案内  
宮城労働局では「特別相談窓口」等を設置して、被害に遭われた皆様からの

御相談を承っております。支援措置等は同封のチラシを参照してください。 

 
令和 2年 9月 24日～25日開催 



 
 

11 月は「過労死等防止啓発月間」です！ 
過労自殺 建設業では現場監督に集中 

厚生労働省版「過労死等防止白書」のよれば、建設業で過去、過労自殺とされた54人のう

ち、半数超えの30人が「現場監督・技術者等」で、理由として長時間労働、仕事量・質の大

きな変化などが挙げられます。 

建災防宮城県支部 HP 


